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ガイダンス(本授業の目的）, イースター島の歴史

本授業では、これから科学技術を学ぼうとする学生諸君に、地球環境のこれまでと現状
とを紹介しする。特に人と技術が関わり、環境に影響を与えた事柄を中心に学ぶ。ま
た、現在の技術や社会が行っている環境への取り組みについても学ぶ。その上で、技術
を創造する際に環境への配慮が重要であることを理解できるようにする。

概　要

学科　学
年

科目
分類

C1

授業計画

担当

地球環境学概論
[地概]

Introduction to
Earth Environmental

Science

地球温暖化とエネルギー①
地球温暖化とエネルギー②
すっぱい雨が降る

水俣病と狂牛病

オゾン層破壊

沼津市クリーンセンター見学
地球にやさしい社会をつくるために（環境基本法、リサイクル関連法律、PRTR）

中間試験
排水に関わる問題①
排水に関わる問題②
ごみ問題①
ごみ問題②

期末試験

科目目標
（到達目標）

日本、および世界の環境問題に関する歴史と現状が理解できること（特に技術との関連
を中心に）。今後の技術開発では、環境保全の視点が重要であることを理解できるこ
と。

化学、生物学

定期試験　８０％、課題　１０％、授業への姿勢（ノート内容）　１０％として評価す
る。６０点以上を合格とする。

みんなの地球　浦野紘平著　オーム社、
教科書
器材等

評価の基準と
方法

関連科目

2006.01.16初版

オフィス
アワー

火曜日と水曜日の放課後に対応できる。

備　考
本授業に関する質問は、次ぎのメールアドレスでも受け付ける　hasumi@numazu-
ct.ac.jp

授業の進行が整理されていないと感じた学生が多かった。今回の授業では、事前に講義
全体像を示し、毎回の授業がどの位置を占めるのかを明示する。

授業アンケー
トへの対応

更新履歴


